
企
業
家
と
は
変
化
を
察
し
、

変
化
に
対
応
し
、
変
化
を
機
会

と
す
る
。
こ
れ
が
企
業
家
の
定

義
で
す
。

企
業
家
の
責
務
は
「
創
造
的
破

壊
」
と
「
創
造
的
模
倣
」
で
す
。

企
業
家
の
意
志
決
定
の
本
質

は
「
不
確
実
性
」
に
あ
る
。
気

質
で
な
く
行
動
で
す
。

基
礎
と
な
る
の
は
勘
で
な
く
、

原
理
で
あ
り
「
方
法
論
」
で
す
。

先
進
分
野
に
あ
っ
て
は
成
功
の

確
率
よ
り
、
生
き
残
る
確
立
が

か
な
り
小
さ
い
も
の
で
す
。

企
業
家
は
、
創
造
の
た
め
秩

序
を
破
壊
、
解
体
し
模
倣
す
る

者
で
す
。
生
産
性
が
低
く
成
果

の
乏
し
い
分
野
か
ら
、
生
産
性

が
高
く
成
果
の
大
き
い
分
野
に

資
源
を
動
か
す
最
適
化
に
責
任

が
あ
り
ま
す
。

失
敗
の
リ
ス
ク
は
当
然
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
多
少
な
り
と
も

成
功
す
れ
ば
「
創
造
的
」
の
成

功
は
い
か
な
る
リ
ス
ク
を
相
殺

し
て
も
余
り
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
単
な
る
「
最
適
化
」
よ
り

も
は
る
か
に
リ
ス
ク
が
小
さ
い

と
い
う
べ
き
な
の
で
す
。

コ
ア
と
考
え
る
経
営
資
源
を

内
部
に
持
つ
か
、
外
部
か
ら
使

う
か
の
経
営
。

視
点
と
し
て
常
に
内
部
の
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
カ
ネ
に
固
執
す
る
の
で

は
な
く
、
競
争
力
強
化
の
観
点

か
ら
外
部
の
リ
ソ
ー
ス
（
資
源
）

を
合
理
的
な
判
断
で
活
用
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
す
な

わ
ち
「
持
つ
経
営
」
や
「
リ
ー

ス
経
営
」
か
ら
「
使
う
経
営
」
。

一
人
当
た
り
生
産
性
・
成
長
の

劇
的
変
化
で
す
。

そ
の
際
、
外
部
の

資
源
を
使
う
た
め

必
ず
抑
え
る
べ
き

ポ
イ
ン
ト
に
次
の

三
点
が
あ
り
ま
す
。

（
１
）

目
的
の
明
確
化

（
２
）

実
現
方
法

（
３
）

管
理
サ
イ
ク
ル

リ
ス
ク
を
伴
う
の
は
、
企
業

家
の
多
く
が
自
分
の
し
て
い
る

こ
と
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と

が
多
い
こ
と
で
す
。

目
的
が
な
ん
で
あ
れ
、
既
存

の
資
源
を
組
み
合
わ
せ
価
値
と

満
足
を
創
造
し
社
会
に
貢
献
す

る
。
つ
ま
り
「
方
法
論
」
と

「
志
」
を
持
た
な
い
リ
ス
ク
で

す
。

時
代
は
幸
い
に
も
？
、

内
外
で
革
命
的
な
変
化
が

起
き
て
い
ま
す
。

（
１
）
予
期
せ
ぬ
出
来
事
。

（
２
）
ギ
ャ
ッ
プ
の
存
在
。

（
３
）
ニ
ー
ズ
の
存
在
。

（
４
）
産
業
構
造
の
変
化
。

（
５
）
人
口
構
造
の
変
化
。

（
６
）
認
識
の
変
化
、
考

え
感
じ
方
の
変
化
。

（
７
）
新
し
い
知
識
の
出

現
。回

り
で
起
き
て
い
る
世

紀
の
歴
史
的
変
化
は
す
べ
て
、

機
会
で
あ
り
ま
す
。

面
白
い
時
代
で
す
、
企
業
家

と
し
て
利
用
し
な
い
手
は
あ
り

ま
せ
ん
。

変
化
と
兆
候
に
何
と
な
く
気

が
つ
い
て
も
、
目
標
以
上
の
成

果
を
上
げ
て
も
会
議
で
は
、
問

題
が
起
き
た
分
野
に
関
心
が
集

中
し
、
長
時
間
に
わ
た
る
場
合

が
多
い
も
の
で
す
。
時
間
を
貴

重
な
資
源
と
し
て
認
識
し
て
い

な
い
証
拠
。
ス
ピ
ー
ド
が
命
、

成
果
と
時
間
は
比
例
し
ま
せ
ん
。

行
動
で
す
。
事
件
は
「
現
場
」

で
起
き
て
い
ま
す
。

予
期
せ
ぬ
変
化
や
想
定
外
は

視
野
や
知
識
、
理
解
の
欠
如
を

証
明
す
る
「
兆
候
」
で
す
。

又
は
、
新
た
な
次
元
や
分
野
の

機
会
と
、
成
功
の
「
兆
候
」
か
。

そ
し
て
注
意
を
払
わ
な
い
と
、

必
ず
誰
か
が
現
れ
、
見
事
に
利

益
を
さ
ら
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

2012年10月15日（月）NO.273

情
報
は
す
べ
て
回
り
に
あ
り
ま
す
。

改
善
の
基
本
を
誰
か
が
教
え
て
く
れ

る
も
の
で
は
な
い
。

自
分
の
問
題
は
、
内
部
情
報
が
明

確
に
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

利
益
を
出
す
た
め
手
段
を
分

析
す
べ
き
で
す
。

単
純
化
す
れ
ば
入
り
を
計
る
か
出

を
制
す
る
し
か
な
い
。

こ
の
た
め
に
は
自
社
か
ら
情
報
を
学

び
支
配
管
理
し
、
将
来
展
望
に
活

用
し
て
い
な
い
場
合
が
多
い
の
で
す
。

改
善
し
な
い
の
は
、
存
続
の
た
め
の
利

益
、
将
来
か
ら
の
会
計
処
理
が
考

え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

負
債
や
借
入
の
返
済
は
、
利
益
か

ら
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
費
用
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

縮
む
デ
フ
レ
時
代
は
、
コ
ス
ト
カ
ッ
ト

し
か
資
源
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
利
益
が
出
な
い
の
で
し
ょ
う
。
責

任
は
外
部
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
す
べ

て
自
ら
に
戻
っ
て
き
ま
す
。
変
革
の

時
代
、
原
則
は
共
通
で
す
。
基
本

的
な
考
え
が
問
わ
れ
ま
す
。
何
が
あ
っ

て
も
大
き
く
変
化
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

責
任
は
当
事
務
所
に
も
あ
り
ま

す
。変

革
は
仕
事
で
す
。


